
年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 9 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ 1

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，生活を主体的に営むための知識と技能を身につけている。

さまざまな人々と協働し，よりよい社会の構築に向け
て，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って
改善したりして，地域社会に参画しようとするととも
に，自分や家庭，地域の生活を創造し，実践しようと
している。

【学びに向かう力、人間性等】

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉
え，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会との関わり
について理解を深め，生活を主体的に営むために必要
な家族・家庭，衣食住，消費や環境について理解し，
関係する技能を身につけている。

生涯を見通して，家庭や地域及び社会における生活の
中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身
につけている。

○ ○ ○ 6

5

配当
時数

１
学
期

A 人の一生と家族・家庭及び福祉
①青年期の自立
・人生設計に必要な要素を理解す
る。
・自分の将来とこれからの社会につ
いて考えることができるようにす
る。

・ライフステージごとの特徴
・課題を理解する。
・青年期の課題である男女平等
　と協力について理解してい
　る。
・自分の特徴や長所に気づき，
　人生を展望できるようにす
　る。

【知識・技能】人生の各ライフステージの特
徴と課題について知り，少子高齢社会，男女
共同参画社会などの社会状況を考えながら，
自分の生活や将来について考えを深め，自ら
の考えを表現することができる。【思考・判
断・表現】自分自身について考えるワーク
シートなどを通して，自分や，人の一生につ
いての考えをまとめることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】現在の自分
のこと，将来の生活設計を考えることについ
て，意欲を持ってとりくもうとしている。

家庭 家庭基礎
家庭 家庭基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

家庭基礎　持続可能な未来をつくる　第一学習社・家庭基礎 教科書準拠 学習ノート

家庭

生涯を見通して，家庭や地域及び社会の中で論理的に表現するなどして、現代社会の課題を解決する力を身につけている。

さまざまな人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画し自自分や家庭，地域の生活を創造し，実践しようとしている。

家庭基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 6

②家族・家庭
・結婚,家族・家庭の意義や機能に
ついて理解する。
・時代とともに変化する家族・家庭
について学習し,現在の家族の抱え
る課題などを理解す

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

③子どもの生活と保育
・子どもの誕生,子どもの心身の発
達と特徴について理解し自分を振り
返る。
・子どもは，親や保育者などの身近
な大人とのかかわりあいのなかで発
達していくことを理解する。

○

・高齢者についてのイメージをま
とめる。
・高齢者の生活場面を体験する。
・高齢者と家族とのかかわり，経
済，社会での活躍などを知り，高
齢者における生活の課題について
考える。

【知識・技能】高齢者の身体的特徴と心理的
特徴について理解する。
【思考・判断・表現】高齢者と接する上で気
をつけることを考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】社会の一員
としての自覚を持ち，ボランティア活動や支
え合う活動への関心を持って調査しようとし
ている。

○ ○ ○

8

【知識・技能】結婚，家族・家庭の多様化
や，時代とともに変化する役割について理解
できる。
【思考・判断・表現】家族・家庭に関する課
題・問題点について，社会的な制度，労働環
境や雇用情勢などの背景も考慮しながら原因
を推測し，解決へ導くための考えをまとめ，
レポートを通して発表することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】結婚，家
族・家庭の形，家族・家庭の役割について，
自分とどうかかわっているのか，興味・関心
をもとうとしている。

定期考査

○ 16

D 食生活と健康
①日本の食の現状
・日本の食文化の特徴を理解する。
・輸入に頼り、フードロスの現実を
知る。
②五大栄養素の働きと食品
・栄養素の種類と働きやそれぞれの
栄養素が多く含まれる食品について
の基礎的な知識を身につける。

・食事調査を通して，各自の食生
活の問題点に気づき、日本の現実
も知る。
・自身の食事から食品ごとに含ま
れる栄養素を学び，バランスの良
い和食について考える。
・自身の食事から食品ごとに含ま
れる栄養素を学び，バランスの良
い食事について考える。

【知識・技能】日本の食文化について，成り
立ちや特徴を理解できる。食事の意義や役
割，食生活をとりまく環境などについて，現
代の食生活の課題が理解できる。【思考・判
断・表現】自身の食生活や現在の食生活の課
題を発見し，課題解決のために思考し，解決
にむけての判断ができる。【主体的に学習に
取り組む態度】自分自身の食生活について関
心をもつとともに，自分や家族の食生活につ
いて意欲的に改善・向上に努めようとする。

○ ○ ○ 11

定期考査

○ ○

・「家族」の条件を考え、定義
　が変わってきている現実を知
　る。
・家事分担について考える。
・家族が抱える問題を踏まえ
　て，家族を支えるしくみにつ
　いて具体的に考える。

1

④高齢者の生活と福祉
・高齢者の心身の特徴や生活を客観
的に理解する。
・高齢期の心身の変化による生活行
動の不安に気づき，改善をする。

２
学
期

B 衣生活と健康
①被服実習　（お弁当袋の製作）・
製作を通して基礎的な縫製技術を身
につける。
②洗濯の仕方・繊維の特徴・洗剤・
漂白剤・防虫剤などの種類について
理解し，衣服の種類に応じた適切な
選択や保管ができるようにする。

・様々な基礎縫いを実習すること
で、持続可能な衣生活を意識す
る。近年、手作業が減ってきてい
る中で、自分の持つ能力を伸ば集
中力を身に付ける。
・繊維の特徴を知り、適切な衣類
の選び方を知る。
・洗剤・漂白剤・防虫剤などの種
類について学ぶ。

【知識・技能】材料の選択，日常の衣服管理
の方法を習得する。基礎縫いの縫製技術を身
につけ，日常着の管理ができる。
【思考・判断・表現】衣服の用途に合わせ
て，適切な衣服素材を考えて判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】基礎縫いの
実習や，衣服調査を積極的に取り組もうとし
ている。

○ ○

・子どものころを振り返ること
で，基本的生活習慣や社会的生活
習慣の身につき方を学ぶ。
・子どもの食生活・衣生活，安全
管理について学び子どもと関われ
るようにする。
・絵本の読み聞かせや折り紙制作
を通して，子どもの遊びの意義や
課題について考える。

【知識・技能】子どもの心身の発達や子ども
の生活について知識を身につけている【思
考・判断・表現】子どもの発達や生活に興
味・関心を持とうとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】子どもをと
りまく状況について，現状を知り，その課題
を見つけ，解決に向けて考えようとしてい
る。

○ ○



○ 8

C 消費生活と持続可能な社会
①生活を支える経済
・消費者の権利と責任について理解
し,消費において自主的に行動する
ことの必要性を理解する。
②消費生活の現状・落とし穴・契
約,多様な販売方法や支払方法,問題
商法について理解する。また,被害
にあった場合の解決方法も理解す
る。

定期考査

・消費者被害の事例や契約につい
て調べ、消費者の権利と責任を考
える。
・これからの社会に求められる消
費者の自覚と，行動のあり方を検
討する。
・契約，多様な販売方法や支払い
方法について学ぶ。
・問題商法による被害を未然に防
ぎ，早期解決する方法を考える。

【知識・技能】消費行動における意思決定の
過程とその重要性について理解でき，また契
約についての知識を身につけている。【思
考・判断・表現】多様化する販売方法や支払
い方法について，問題点や解決策を考え，判
断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】自分の経済
的自立を考えながら，家庭経済・国民経済の
しくみや家計の特徴について，積極的に理解
しようとし，経済計画について意欲的にとり
くもうとしている。

○ ○ ○

8

合計

70

３
学
期

③調理実習・衛生と安全に配慮し
て，調理することができる。
a三色丼　簡単な丼ものを実習する
事でインスタントではないうまみと
共食の良さを知る。
b麻婆豆腐・杏仁豆腐　中国料理の
特徴と寒天の調理法について理解す
る。

・調理を主体的に行い、日常的な
自立した生活が出来る事を目指
す。
・調理を安全に、かつ食中毒をお
こさないための知識を学ぶ。
・三色丼と麻婆豆腐、寒天ゼリー
の調理手順を学び、グループで共
同で作業することを学ぶ。

【知識・技能】調理実習を通して，日常の食
事づくりに必要な調理技術を身につけ，準備
から後かたづけまでの一連の流れを計画し実
践できる。
【思考・判断・表現】調理実習において，作
業の流れを判断しながら取り組むことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】調理実習に
おいて，積極的に参加し，他者と連携を取り
ながら取り組もうとしている。

○ ○


